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本研究はドローンの操作性向上に対してバーチャルリアリティ(VR)技術からアプローチを

行なった研究である。これまでのVR技術の研究において、アバタを自己の身体として認知する

身体所有感の誘発に伴い、VR空間におけるアバタの容姿がユーザの心理や性質に作用すること
が知られている(プロテウス効果)。本研究ではこのことに着目し、飛行能力を持つ鳥やドラコ

ンの容姿を持つアバタを用いることによって、ドローンの操作時に問題となる心樹本サイズに対
する感覚(機体サイズ感覚)の向上や高所への恐怖感の緩和が可能であることを示した一連の

研究をまとめたものである。第2章では、既存のドローン操作補助技術や、VR技術における身
体所有感、プロテウス効果に関する既存研究をまとめている。第 3 章では、提案手法について
まとめるとともに、既存研究において非ヒト型アバタに対する研究が不十分であることを指摘

している。第4 章では、鳥などの非ヒト型アバタに対しても身体所有感を生起させることがで
き、ブロテウス効果が期待できることを木した実験についてまとめている。第 5 章では、非ヒ
ト型アバタに身体所有感を生起した状況において機体サイズ感覚が向上することを示した実験

についてまとめている。第6 章では、ドラゴンアバタによりユーザの高所への恐怖感が緩和さ
れることを示した実験についてまとめている。第 7章では、これらの実験をもとに議論を行な

つている。第8章では、本研究における当該分野への貢献をまとめ、第9章では、本研究が明

らかにした範囲、および、今後ι、要となる研究についてまとめている。第10章において、本研

究の成果をまとめている。

文内容 の 要
Etι

ドローンは、 k空からのセンシングや、運搬、救助活動など、近年多大な注目がなされてい
る技術である。しかし、その操作は難Lく、困好肋ミ伴う場合や操作ミス等による事故などもお

きている。機体の操作として多くのユーザ、および、長い歴史をもつ自動車の運転を対象とし

た研究では、その操作時のユーザの認よ田として、周辺知覚、注目、危険予測、感情コントロー

ル、操作の1恒に処理されることが分析されている。しかし、既存のドローン操作補助技術では
操作性、周辺知覚、注目、操作を対象としたものしか行なわれておらず、危険予測や感恬コン

トロールの向上を対象とした補助技術の研究や開発はほとんど行われてはいない。
本研究はドローン操作における危険予測や感佶ニントローノレの向上に対し、バーチャノレリア

リティ技術の側面からアプローチした研究である。第2章では、既存のドローン操作補助技術

やVR技術における身体所有感やプロテウス効果に関する研究についてまとめ、第3章において、

VR技術において議論されているアバタの容姿がユーザへ与える心理的影饗がドローンの操作

性の向上に寄与tる可力樹生があることを1謝商している。そして、VR空間上で飛行能力を持つ鳥
やドラゴンなどのアバタを用いることがドローンの操作陛向上に寄与するという仮説を立て

るとともに、既存研究において非ヒト型アバタに刈'する研究が不十分であることを指摘してい

る。第4章では、これらの検証として、非ヒト型アバタに対'tる身体所有感の生起可能性、お
よび、その条件を明らかにするための実験を行い、ユーザの実際の動作とVR空間上のアバタの

動作が同期するなどの条件下において、非ヒト型アバタ(鳥アバタ)に対しても身体所有感が
生起することを明らかにした。第5章では、アバタに対する身体所有感を生起させた状況にお

いて実際に機体サイズ感覚が向上tることを確認する実験を行い、ドラゴンアバタに対して身

体所有感を生起した場合にはドローンのみが表示される場合と比較して障害物の衝突数やゴ

ールにかかった時間が改善することを明らかにした。第6章では、アバタの容姿の違いによっ
てVR空間上での高所に対tる恐M覗こ違いが生じることを確認する実験を行い、ドラゴンアバタ

により二ーザの高所に対する毫レ怖が抑制されることを示した。
本研究における、VR技術を用いた際の二ーザへの心理的影粋を取り入れてドローンの操作性

向上を図るというアプローチは非常に独白性の高いものである。また、科学的にーつーつ検証

を行い、飛行する能力を持つアバタを使用することで既存のドローン操作補助技術で見落とさ
れていた危険予測や感情エントロールに刻'してユーザの認知機能を改善tることが可能であ

ることを明らかにした。このことは、当該分野における発展性に大きく寄与するものであり、

本研究がなす貢献は非常に高い。

以上より、本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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